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表1　温度調査
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1　は　し　が　き

繭質の良副は，飼育・上族条件等各種要凶により影響さ

れる面が多いが，中でも顔中の営頗時における環境特に気

流と湿度の多少に左右されろことが大きいと言われている。

気流が無く湿度が高いと，繭質特に解じ上率や生糸星歩合

が劣るので，この場合，室内に家庭用除湿機を導入して湿

度を下げることにより．繭糸質の向上を図ろうとした。

2　■試　験　方　法

昭和57年の晩秋蚕期に，屋内条桑再を実施し．熟蚕の発

生率が約60％の時期に収集し，蚕室内に設置した5．8〝タの

ビニール蚊帳（ビニールの厚さ0．1El）内で密閉状態にし

て常繭させた（無除湿区）。一方．これと同じ型の他のビ

ニール蚊帳内で家庭用除湿横（シャープ除湿機　DW－347

L型）を蕨器吊下げ直後から113時間作動させ営鰯させた

（除湿区）。また，ビニール蚊帳近辺の室内（換気扇使用）

で営繭させて（室内区）比較した。なお，各区とも蚕品種

は錦秋×鐘和，供試蚕数は4，000頭ずつで改良族を使用し

た。除湿機の能力は300～310比／／時（30℃，80％　RH時）

であり．温湿度，C02とNIh濃度は地上からそれぞれ150

及び50用の高さで調査した。温湿度はサーミスター温湿度

計により，CO2及びN地の濃度はともに北川式ガス検刊

管を使用して測定した。また，各区とも上瑛6日目からは

室内の同一環境内に保護した。

3　■試　験　結　果

（D　営顔中5日間の温度は，室内区24．0～27．5℃で．150

（職は50（職より若干高かった。無除湿区及び除湿区ともに室

内区より0．5～4．5℃高く，特に13～23時間後の上昇が大き

かった。また，除湿区は無除湿区より，地上50（利ま150伽

より若干高い傾向がみられた。

（参　宮顔中5日間の湿度は，室内区は42～85％であり，

地上150（瑚ま50用より若干低かった。無除湿区は当初63～

65％であったが，13時間後には91～93％と多くなり，113

時間まで90％以上の高い値を示した。これに対して除湿

区は，当初63～65％で．多湿状態であったが23時間後には

68％，53時間後には64％となり，113時間後は52～57％とな

って，除湿の効果があがった。また両区とも地上150（Ⅶと

（単位：℃）

㌔ 地 旗 買 間

区 ＼＼ 阿 さ

0 7 1 3 1 9 2 3 5 3 8 9 1 1 3

時

間 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝

室 内 区
1 5 0 仁打 2 6 ．0 2 5 ．0 2 6 ．0 2 6 ．0 2 5 ．5 2 6 ．0 2 6 ．0 2 7 ．5

5 0 〝 2 5 ．5 2 4 ．5 2 5 ．5 2 6 ．0 2 5 ．5 2 5 ，0 2 5 ．0 2 6 ．0

無 除 湿 区
1 5 0 〝 2 7 ．0 2 7 ．0 2 8 ．0 2 8 ．5 2 7 ．5 2 7 ．5 2 6 ．5 2 8 ．0

5 0 〝 2 6 ．5 2 7 ．0 2 8 ．0 2 8 ．5 2 7 ．5 2 7 ．5 2 6 ．5 2 7 ．5

除 湿　 区
1 5 0 〝 2 6 ．0 2 8 ．0 2 8 ．5 2 9 ．0 2 8 ．5 2 8 ．0 2 6 ．5 2 8 ．5

5 0 〝 2 6 ．0 2 8 ．5 3 0 ．0 3 0 ．5 2 9 ．5 2 9 ．0 2 7 ．0 2 9 ．0

衰2　湿度調査　　　　　　　　（単位：％）

覇 業 間
0 7 13 19 23 53 89 113
時
間
〝 〝 〝 〝 〝 〟 〝

室 内　区
150甜 65 50 55 42 47 55 69 80

50 〝 65 60 63 50 53 74 82 85

無除湿区
150 〝 63 87 91 87 90 95 96 96

50 〝 65 78 93 94 93 9ti 96 96

除 湿 区
150 〝 63 78 75 64 68 朗 62 57

50 〝 65 70 72 68 68 64 65 52

50のlの間に大差は認められなかった。

（紗　5．8〝タのビニール蚊帳内での113時間の除湿量の合計

は，10．7上であった。また，1時間当たりの除湿量は，0～

13時間に0．17上，13～23時間は0，12上で．23～41時間には

0．14上を示し，その後減少し，89～113時間には0．05∠とな

り，平均で0．09上であった。

④　営繭中5日間のCO2濃度は．室内区は0．03～0．05％

であったが．無除湿区は0．05％から時間の経過に伴い漸次

多くなり，53時間後に1．6％．77時間後に1．7％の最高値を

示した。これに対して除湿区は0．03％から時間の経過に伴

い多くはなったが，最高値は53時間後に1．4％を示し，無除

湿区よりかなり少なかった。特に．53時間後からは少なく

なる度合が大きかった。地上150の汀と50仁析とでは，無除湿

区は大差が無かったが．除湿区は，前者よりも後者は少な

く，特に41時間以降は極端に少なかった。

⑤　NE3濃度は．各時間，各区とも認められなかった。

（砂　繭中含水率は．除湿区は無除湿区に比べて，毛羽，顔
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層及び蝿体とも低かった。特に鏑層の含水率は前者は6．9

％．後者は24．1％で前者は後者に比べて極めて少なかった。

合計でも前者は56．5％．級者は64．9％と前者は後者に比べ

て低かった。

表3　CO2濃度調査　　　　　（単位：％）

㌔ 芸 議 誓 間
0 1 13 29 53 77 89 113

時

間
〝 〝 〝 〝 ′′ 〝 〝

室　 内　 区
150 （Ⅶ 0．05 0 ．05 0．0 5 0．05 － － 0．03 －

50 〝 0．05 0．05 0．05 0．05 － 0．03 －

無除湿区
150 〝 0．05 0．3 1．0 0．8 1．6 1．6 1．4 1．4

50 〝 0．0 5 0．2 0．8 0．8 1．6 1．7 1，4 1．4

除 湿　 区
150 〝 0．03 0．3 1．0 0．7 1．4 1．0 1．0 1．0

50 〝 0．05 0．1 0．3 0．6 0．2 0．2 0 ．1 0．2

（幻　滅蚕歩合は，室内区に比べて無除湿区はやや少なく．

除湿区は最も少なかった。

⑧　減衰の種軌ま，室内区は病蚕が．無除湿区は不結鏑

蚕が若干多い傾向がみられた。

⑨　収繭適は，無除湿区と室内区は大差が無く，除湿区

はやや少なかった。

⑲　繭重は，無除湿区と室内区は大差が無く．除湿区は

やや軽かった。

表5　飼育並びに繭調査

妄4　顔中含水率調査

試験 区 無 除 湿 区 除　 湿　 区

調査
項 目

種 類

乾 乾 含 含 乾 乾 含 含

燥 燥 水 水 燥 燥 水 水

前 後 塁 率 前 後 室孟 率

tF ） （ダ） （タ） （％） （グ） （タ） （タ） （％）

毛　 羽　 重 1．25 1．0 5 0．20 1 6．0 1．1 0 1．0 1 0．0 9 8．2

繭

繭 層重 21．15 16．0 5 5．10 2 4．1 1 7．4 5 1 6．2 4 1，2 1 6．9

綿 体 重 66．50 15．1 5 5 1．3 5 7 7．2 5 5．10 1 5．3 3 3 9．7 7 7 2．2

合 計 87．65 3 1．2 0 56．4 5 6 4，4 7 2．5 5 3 1．5 7 4 0．9 8 5 6．5

注．両区とも40粒ずつの繭を調査。

⑪　繭層歩合は，除湿区と室内区は大差が無く，無除湿

区は極瑞に低かった。

⑲　繭糸長及び繭糸塁は，除湿区と室内区は大差が無

く，無除湿区は劣った。

⑩　解じょ率は．除湿区86％，室内区83％と差が無かっ

たが，無除湿区は41％と極めて劣った。

⑭　生糸昆歩合は，除湿区18．54％．室内区18．92％と差が

無かったが，無除湿区は15．79％と劣った。

⑯　鰯格は．除湿区と室内区ともに優等格であったが，

無除湿区は4等格と極端に窓かった。

調 ．査項 目
減 蚕 歩 合

対 供 試 蚕 減 蚕 の 内 訳 対 熟 套
1 万 頭 1 ヱ校 数 繭　　 重 繭 層 重 鏑 層 歩 合

病　 蚕
（％）

不 結繭 蚕
（％）

遺 失 蚕
（％）試 験 区 （％） 収 繭 星

（毎）
（拉 ） （タ） （c g ） （％）

室　 内　 区 3．9 3．0 0．8 0．1 19．2 7 3 2．0 3 4 7．5 2 3．4

無　 除　 湿　 区 3．1 1．9 1．2 0．1 19．4 ■ 80 2．0 5 4 4．8 2 1．9

除　 湿　 区 2，1 1．3 0．8 0．1 18．3 7 7 1．90 4 4．8 2 3．6

妄6　繰糸調査

　 調 査項 目

試 験 区

繭 繭 解 生歩 繭

格

糸 糸
じ
上
糸

長 量 率 星合
（爪） （eg ） （％） （％） （等）

室　 内　 区 1，177 31．2 83 18．92 優

無 除 湿 区 1．090 29．7 4 1 15．79 4

除　 湿　 区 1．189 32．9 86 18．54 優

4　考察及びまとめ

族中の保護に密閉のビニール蚊帳と．その中に家庭用除

湿機を使用して湿度を下げることにより族中の環境を改善

し，繭糸質の向上を図ろうとして試験を実施した。

その結果，従来の報告と同様にビニール蚊帳のような密

閉状態の中で営繭させると，滅蚕．収繭塁及び繭垂には余

り悪い影響はみられなかったが，鏑層歩合及び練糸成績は

極めて劣った。しかし，その中で除湿機を作動させると，

その成績が急激に向上し，室内営繭の場合とほとんど差が

無い結果になった。

このことから，庚申に春，夏蚕期の梅雨，晩秋蚕期の秋

雨前椋に遭遇して多湿状態が続くような場合には，そのま

ま密閉状態に放置せず，除湿機を使用するとその幣害をか

なり軽減出来．優良繭の生産が可能となることが判明した。
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